
　先月は体育祭の準備や練習に追われ、慌ただしい日々だったのではないでしょうか。

　　★第６９回青少年読書感想文全国コンクール　課題図書★

【中学校の部】
・スクラッチ　/　歌代朔　著　/　あかね書房
コロナ禍で黒く塗りつぶされた夏。その中でもがきながら自分たちらしい生き方を掴み取る　

中学生たちの「爪痕」を描く物語。

・アップステージ：シャイなわたしが舞台に立つまで
　　　　　　　　　　　　　/　ダイアナ・ハーモン・アシャー　/　評論社
目立つことが大嫌いなシーラが、学校ミュージカルの舞台に！？

幕が上がるまでの日々を描くユーモアいっぱいの物語。作中の「ザ・ミュージック・マン」

は現在も上演されている作品。

・人が作った川・荒川：水害からいのちを守り、暮らしを豊かにする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/長谷川敦　著　/　旬報社
江戸を作ったのは家康じゃなく荒川だった？地球温暖化で川が大ピンチ！？面白くて

スイスイ読める、川と人をめぐるノンフィクション。温暖化による大水害も懸念される

今、私たちは川とどう付き合うべきか。

【高等学校の部】
・ラブカは静かに弓を持つ　/　安壇美緒　著　/　集英社
少年時代に心に傷を負い、ひっそり生きてきた孤独な青年・橘は、上司から音楽教室への

潜入調査を命じられる。身分を偽り通い始めた教室で講師・浅葉や仲間と出会い、

チェロを奏でる歓びに目覚めるが・・・

・タガヤセ！日本：「農水省の白石さん」が農業の魅力教えます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　白石優生　著　/　河出書房新社
農業ってこんなに面白い！若き官僚ＹｏｕＴｕｂｅｒとして多くのメディアにも登場する

著者が、最新の農業から実はスゴイ日本の農作物のこと、さらには日本の農業の未来まで

を語る１冊。

・昆虫の惑星：虫たちは今日も地球を回す
　　　　　/　アンヌ・スヴェルトルップ＝ティーゲソン　著　/　辰巳出版
虫が苦手という人は多いが、虫の世話になっていない人は地球に１人もいない。

あなたの知らないところで黙々と仕事をしている昆虫たち―。ノルウェーの女性昆虫学者が

奇妙で美しく風変わりな虫たちの世界へと誘う。

　※コンクール応募の詳細は、前期、後期それぞれの国語科の先生に確認を

　　お願いします！
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中等図書館
図書委員会

昼休みの後期図書委員会による当番も、ようやく軌道に乗り始めました。次に
控えているのは中間考査です。テストが終わったら、ゆっくりと図書館に足を
運んでください。今月は青少年読書感想文全国コンクールの課題図書を紹介し
ます。



・名探偵のいけいえ　人民教会殺人事件　/　白井智之　/　新潮社

・僕たちの月曜日　/　吉田大介　編　/　角川文庫

・魔女と過ごした七日間　/　東野圭吾　/　角川書店

・うたかたモザイク　/　一穂ミチ　/　講談社

・黒猫を飼い始めた　/　青崎有吾　他　/　講談社

・日本に住んでる世界のひと　/　金井真紀　/　大和書房

・黄色い家　/　川上未映子　/　中央公論新社

・やさしさを忘れぬうちに　/　川口俊和　/　サンマーク出版

・天龍院亜希子の日記　/　安壇美緒　/　集英社文庫

・遅刻する食パン少女　/　田丸雅智　/　光文社

・おとなは子どもにテロをどう伝えればよいのか　

　　　　　　　　　　　　　　　　　/　ターハル・ベン・ジェルーン　/　柏書房　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・いつか君が運命の人　/　宇山佳佑　/　集英社

・集団に流されず個人として生きるには　/　森達也　/　ちくまプリマー新書

・鬼と日本人の歴史　/　小山聡子　/　ちくまプリマー新書

・１０代が考えるウクライナ戦争　/　岩波ジュニア新書編集部　/　岩波ジュニア新書

・ネット情報におぼれない学び方　/　梅澤貴典　/　岩波ジュニア新書

☆図書利用統計（5月）

　合計97冊

5月の利用者は215人でした。前半は体育祭の準備等で、

後半は前期生がテスト前ということで、昼休みの貸出は少なくなって

しまいました。来月はテスト後に利用者が増えることを期待しています。

今月号では課題図書を紹介しました。図書館には各１冊ずつしか配架しませんので、

コンクールに応募する予定のある人は、早めの貸出をおすすめします。

課題図書以外の本でも応募は可能ですので、希望があればリクエストも受け付けます。

司書室までご相談ください。

新着図書紹介

今月のひとこと
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